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腸オルガノイドを用いたノロウイルスの分離培養

ノロウイルス：細胞や実験動物での分離培養が困難で
  あった
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腸オルガノイドを用いた
ノロウイルス培養の応用
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研究計画

令和６年度
当所におけるオルガノイドの培養方法の確立

○ 腸オルガノイドの利用に伴う手続き
ベイラー大学とのMTA（研究の成果物の

  使用に関する同意）
○ 既存のプロトコールの再現

２D培養 ３D培養

研究計画

令和７年度

ノロウイルス等の腸オルガノイドを用いた
培養の報告がある病原体について、当所
での培養を実施

令和８年度

当所において遺伝子が検出されたが培養
が困難であった病原体について培養を
検討

治療や予防法の開発に寄与

研究の効果

試験管内での培養が困難であった病原体

の分離培養の実施、感染機序の解明
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